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August in last year, we discovered sweetfish inhabiting the Takihata River in the upstream region. We compared 

the sweetfish of the “landlocked”type that are considered to descendants of the sweetfish from Lake Biwa 

realeased 36 years ago to those of the “smolting”type that moved upstream from Osaka Bay. So we analysed DNA 

this year. The analysis turned out that the sweetfish in Takihata originated from them in Biwa Lake. 

【はじめに】 

1：アユについて 日本を中心に分布するサケ科アユ目に属

する魚類。アユには，春に海から川に遡上し，川底の付着

性藻類を食べ，秋に産卵して一生を終え，孵化仔魚は海へ

流下して冬季をそこで過ごし，翌春再び川へ戻るという「両

側回遊型」と海にはいかず一生を淡水域で過ごす「陸封型」

という系統がある。琵琶湖系陸封型は，両側回遊型が地殻

変動によって琵琶湖に陸封され，その別離は10万年前と推

定されている。その他，釣りの対象魚として両側回遊型ア

ユが河川に放流され，人為的に陸封されたアユが全国各地

のダム湖に存在している。 

2：ダム湖のアユ 

現在，琵琶湖系ア

ユは全国各地に

放流されている

もののダム湖に

定着できていな

い。また，人為的

陸封型は，由来が

解明されている

ものの全てが両側回遊型由来である（関・谷口，1998ほか）

（図1）。その理由としては，琵琶湖系陸封型アユは流下し

た仔魚が高水温の影響で死滅してしまうためだと考えられ

ている（田畑・東，1986）。 

3：石川について 私たちは大阪府南東部を北流する大和川

の支流「石川」で調査を形成する行った。石川は流程が約

30㎞で，最上流域には「滝畑ダム」があり，下流域には大

阪湾から遡上してきた両側回遊型アユ（図2）が多数生息

している。また，大和川と石川の合流点から滝畑ダムまで

には25か所もの井堰があり，アユがこれ以上遡上すること

はできない。しかし，昨年2017年 8月に滝畑ダム湖で陸封

型のアユを発見した（図3）。 

4：動機 昨年発見した滝畑のアユがどこから来たのかとい

うことに疑問を持ち，その由来や生活史について研究を開

始した。 

5：昨年ま

での成果 

昨年，滝

畑 ダ ム

湖に生息するアユの生活史（体サイズ，産卵期，食性，共

存魚種など）を調査し，琵琶湖系アユに由来する可能性が

高いとわかった（長井・岩井・岡本，2017）（表1）。 

6：目的 滝畑ダム湖およびその上流に生息するアユの由来

や生活史を明らかにすること。 

【方法】 

1：調査場所と調査時期 陸封型アユは滝畑ダム湖とその上

流の流入河川で，両側回遊型アユは石川最下流域に設置さ

れている松井井堰の下流で，2018年 3月～8月まで調査を

実施した。 

2：水温測定 滝畑ダム湖・ダム湖流入河川・石川下流域の

3か所にデータロガーを設置し，水温を測定した。 

3：流入河川の遡上状況調査 

河川に遡上しているアユの個体数や標準体長などを調査す

るために，投網を用いてアユの採集を行った。 

4：水上目視調査 滝畑では，ダム湖流入河川およびダム湖

に生息するアユの全数を推定するため，河川に多数のアユ

が遡上した後，目視観察を行った。滝畑ダム湖およびダム

湖流入河川の橋から個体数を計測し，その結果と調査面積

を水域総面積に反映させ，アユの全数を推定した。 

5：DNA分析 滝畑のアユの由来を明確にするために，大阪

図 3．滝畑ダムの陸封型アユ 図 2．石川下流域の両側回遊型アユ 

図 1．Gpi-1，Mpi-2 の遺伝子座の対立遺伝子座 

頻度に見る琵琶湖系陸封型と両側回遊型の関係 

（関・谷口，1988；関他，1995；高木他，2001） 

タイプ 
滝畑ダム湖

流入河川 

石川 

下流域 

琵琶湖系陸封型 

河川遡上型 湖内残留型 

体サイズ 小型 大型 大型 小型 

産卵盛期 9 月以降 10 月以降 10 月 9 月 

産卵回数 複数回 1 回 複数回 複数回 

備 考 昨年の結果 東，1973 

 

表 1．滝畑ダム湖流入河川と琵琶湖のアユの生態比較 



市立大学理学部動物機能生態学研究室の協力の下，石川下

流域と滝畑ダム湖流入河川のアユそれぞれ約30個体につい

てマイクロサテライトを用い，DNA分析を行った。 

【結果】 

1：ダム湖・流入河川

の推定全数 ダム湖

のアユの推定全数は，

約36万匹であった

（表2）。流入河川の

アユはなわばりを持

たず，群れで活動し，

その推定全数は約2万 3千 個体であった。この結果から，

滝畑のアユの約6％が遡上したことになる。 

2：水温と生息

数 投網10回

あたりのアユ

採集数は，石

川下流域では

4～8月まで大

きな変動は見

られなかった

が，ダム湖流

入河川では7月中旬から急激に増加した（図4）。その時期

は，流入河川の水温が20℃を超える時期に一致した。 

3：体サイズ 標

準体長はいずれ

の時期も，陸封型

が両側回遊型に

比べ小型であっ

た（図5）。 

3：DNA分析 DNA

の 9領域について主座標成分を行った。滝畑のアユのプロ

ットは琵琶湖系アユのプロットに近いことから，滝畑のア

ユは琵琶湖系アユが由来であることが明確になった。 

【考察】 

1：滝畑アユの生活史は琵琶湖系湖内残留型に酷似 滝畑ダ

ム湖のアユは，その大半が生活史のほとんどを湖で過ごす

「湖内残留型」であった。また，ダム湖流入河川に多数の

アユが遡上してくるのは 7 月中旬以降と非常に遅く，それ

はダム湖流入河川の水温に起因したと考えられる。そして，

このアユは両側回遊型に比べて顕著に小型で，産卵期は 1

ヶ月早く，また複数回産卵を行う可能性がある（長井・岩

井・岡本，2017）。これらの生態的特徴は琵琶湖系アユの湖

内残留型に酷似している。 

2：滝畑ダム湖に琵琶湖系アユが定着 DNA分析の結果，滝

畑ダム湖のアユは琵琶湖系由来であることが明確になった。

それに加え，1982 年 9 月に滝畑ダム湖に琵琶湖系アユが放

流されたという記録が見つかった（大阪府淡水魚試験場，

1984）。これらのことと，本研究でアユの世代交代を確認し

たことから滝畑のアユは滝畑ダムができた36年前から世代

交代を繰り返し，今日まで生息してきたものだと考えられ

る。そして，琵琶湖系アユがダム湖に定着したことを明ら

かにしたのは本研究が初めてであり，学術的に価値の高い

ものと考えられる。 

3：琵琶湖系アユが

ダム湖に定着でき

た理由 なぜ，滝

畑ダム湖にのみ琵

琶湖系アユが定着

できたのか。それ

は，滝畑ダム湖が

最上流域にあるため，両側回遊型アユが定着した他のダム

湖に比べて低水温である可能性があり，流下仔魚が生存で

きたためだと考えられる（表3）。 

【展望】 

今回は安全面への配慮から，詳しく調査できなかったダム

湖内のアユについて研究を進めたい。また，滝畑のアユと

琵琶湖のアユの生活史を比較し，その差異や滝畑特有の形

質などについて調べていきたい。 
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図5．滝畑ダム湖流入河川と下流域の標準体長 

図 4．水温と投網 10 回あたりのアユの採集数の変化 

表 2．流入河川のアユの推定全数 

表 1．滝畑ダム湖流入河川と琵琶調査場所 流入河川 ダム湖 

月 日 7/28 8/25 

調査面積（㎡） 20 2,905 

確認数（個体） 520 2,000 

水域面積（㎡） 900 520,000 

推定全数（個体） 23,400 358,003 

7 88

表3．陸封型アユが生息するダム湖とその周辺の環境 

ダム名 ダム上流の流程 標高 

滝畑（大阪府） 約5.84km 262ｍ 

野村（愛媛県） 約22.5km 148ｍ 

鶴田（鹿児島県） 約63.5km 134ｍ 

阿武川（山口県） 約47.5km 49ｍ 

岩瀬（宮崎県） 約33.5km 109ｍ 

 


